
 
 

はつらつ道政レポート 
 

２４６号 
 

2015年５月17日発行 

発行 
 

真下紀子事務所 
旭川市３条16丁目左７号 

 

Ｔ Ｅ Ｌ  0 1 6 6 - ２ ０ － ０ ８ ０ ８ 
Ｆ Ａ Ｘ  0 1 6 6 - ２ ０ － １ ６ １ ６ 

 

４
月
12
日
の
道
議
会
議
員
選
挙
で
、
真
下
紀
子
議
員
は
４
位
で
４
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
第
30
期
の
道

議
会
は
、
東
区
の
宮
川
潤
道
議
、
北
区
の
佐
野
弘
美
道
議
、
小
樽
市
の
菊
地
葉
子
道
議
と
と
も
に
、
日
本
共

産
党
北
海
道
議
会
議
員
団
は
４
人
で
会
派
を
結
成
し
ま
し
た
。
団
長
に
真
下
議
員
、
幹
事
長
に
菊
地
議
員
、

政
策
審
議
会
長
に
宮
川
議
員
が
就
任
。
真
下
議
員
は
道
議
会
初
の
女
性
の
会
派
代
表
と
な
り
ま
し
た
。 

 

68
回
目
の
憲

法
記
念
日
の
３

日
、
旭
川
市
の
日

本
共
産
党
議
員

団
は
、
一
条
買
物

公
園
で
「平
和
憲

法
を
守
ろ
う
」と

訴
え
ま
し
た
。 

 
 

 

真
下
議
員
は
「
戦
争
は
犯
罪
で
す
。
国

際
紛
争
は
話
し
合
い
と
外
交
努
力
を
尽
く

し
て
解
決
し
戦
争
を
回
避
す
る
、
こ
れ
が

20
世
紀
の
戦
争
を
経
た
国
際
社
会
の
教
訓

で
す
。
と
こ
ろ
が
安
倍
首
相
は
、
日
本
の

国
会
に
法
案
も
出
し
て
い
な
い
う
ち
か
ら

米
国
議
会
の
合
同
会
議
で
、
８
月
ま
で
の

戦
争
立
法
成
立
を
約
束
し
、
平
和
国
家
日

本
を
戦
争
国
家
に
変
貌
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
到
底
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
戦
争
は
い
や
と
い
う
す
べ
て
の

み
な
さ
ん
、
平
和
を
守
る
国
際
貢
献
の
た

め
に
、
ご
一
緒
に
声
を
あ
げ
ま
し
ょ

う
！ 

」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

４
月
16
日
、
当
選
証
書

付
与
式
が
行
わ
れ
、
４
人
が

参
加
。
初
め
て
の道
議
団
会

議
で
真
下
議
員
が
団
長
に

就
任
し
ま
し
た。 

21
日 

会
派
代
表
者
会
議 

30
日 

会
派
結
成
届
け 

 

１
０
１名
の
会
派
構
成 

日
本
共
産
党
道
議
団
４
名 

 

自
民
党
道
民
会
議 

51
名 

民
主
党
道
民
連
合  

26
名 

結
志
の
会     

 
    

12
名 

公
明
党  

 
 
 
 
 
 

８
名 

 

 

９
日
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
め
ざ
し

て
58
回
目
と
な
る
国
民
平
和
大
行
進
が
旭

川
に
到
着
し
ま
し
た
。 

 

真
下
議
員
は
「
核
兵
器
の
廃
絶
と
平
和

を
求
め
る
国
民
は
、
核
兵
器
廃
絶
に
背
を

向
け
戦
争
す
る
軍
事
国
家
へ
逆
戻
り
し
よ

う
と
す
る
自
民
・
公
明
安
倍
政
権
と
い
う

障
壁
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
す
。
核
も
被

ば
く
も
な
い
国
へ
、
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ

う
」
と
激
励
。
通
し
行
進
者
の
五
十
嵐
成

臣
さ
ん
と
竹
田
明
彦
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
。

「
核
兵
器
の
な
い
未
来
の
扉
を
あ
け
ま

し
ょ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

第30期道議会 

 

５
月
７
日 

世
話
人
協
議
会 

 
 
 
 
 
(

議
会
運
営
委
員
会
の
役
割) 

13
日 

各
派
代
表
者
会
議 

14
日
～
20
日
ま
で
第
１
回
臨
時
道
議
会 

議
長
、
副
議
長
、
議
会
運
営
委
員
、
常
任
委

員
会
委
員
、
特
別
委
員
会
委
員
な
ど
を
選
出

し
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
は
４
常
任
委
員
会
と
４
特
別

委
員
会
に
委
員
を
配
置
で
き
ま
す。 

 
 
 

年
２
回
の
代
表
質
問
、
ひ
と
り
年
間
20
分

の
一
般
質
問
の
ほ
か、
定
例
会
ご
と
の
予
算

特
別
委
員
会
、
決
算
委
員
会
に
委
員
を
配
置

で
き
ま
す。 

 

予
算
要
望
も
知
事
が
対
応
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
議
員
控
室
は
６
月
議
会
ま
で
に
、

広
い
部
屋
に
引
っ越
し
ま
す
。 



 

５
月
７
日
、
世
話
人
協
議
会
が
開
催
さ

れ
、
届
け
出
さ
れ
た
会
派
構
成
、
議
席
、
議

員
控
え
室
等
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 

◇

◆

◇

 

 

日
本
共
産
党
は
会
派
を
結
成
。議
員
控
室

は
４
階
、前
庭
に
面
し
て
広
さ
は
約
４
倍
に

な
り
ま
す
。 

 

一
方
、
自
民
党
は
定
数
１
０
１
人
中
、
51

人
で
単
独
過
半
数
と
な
り
ま
し
た
。 
 
 

 

13
日
に
各
派
代
表
者
会
議
を
開
催
。 

 

第
１
回
臨
時
会(

14
日
～
20
日)

で
議

長
・
副
議
長
の
選
出
と
と
も
に
議
会
運
営

委
員
会
、
９
つ
の
常
任
委
員
会
と
６
つ
の

特
別
委
員
会
な
ど
の
委
員
会
構
成
を
決
定

し
ま
す
。 

 

本
会
議
で
の
日
本
共
産
党
の
代
表
質
問

は
６
月
議
会
と
９
月
議
会
で
25
分
ず
つ
、

一
般
質
問
は
各
定
例
会

20
分
と
な
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
だ
っ
た
議
会
運
営

委
員
会
も
委
員
と
し
て

席
も
円
卓
に
入
り
ま

す
。 

 
予
算
特
別
委
員
会
、

決
算
特
別
委
員
会
は
委
員
外
議
員
か
ら
正

式
に
委
員
と
な
り
理
事
に
も
な
り
ま
す
。さ

ら
に
、
常
任
・
特
別
委
員
会
の
副
委
員
長
ポ

ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
配
分
さ
れ
ま
す
。 

 

各
議
員
の
委
員
会
配
置
は
、次
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。こ
れ
ま
で
以
上
に
た
く
さ
ん

の
ご
要
望
を
道
政
に
届
け
る
機
会
が
増
え

ま
す
。ご
要
望
、情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

世話人協議会 

 

自
民
・
公
明
両
党
は
11
日
、
「
戦
争
立
法
」
の
条

文
に
つ
い
て
最
終
合
意
、
14
日
の
臨
時
閣
議
で
決
定

し
た
上
で
、
15
日
国
会
提
出
し
ま
し
た
。
こ
の
法
案

は
憲
法
を
踏
み
に
じ
る
最
悪
の
憲
法
破
壊
法
で
す
。

①
日
本
の
自
衛
隊
が
ア
メ
リ
カ
が
引
き
起
こ
す
戦
争

の
戦
闘
地
域
ま
で
行
っ
て
軍
事
支
援
を
行
い
、
殺
し

殺
さ
れ
る
可
能
性
が
格
段
に
高
く
な
る
、
②
Ｐ
Ｋ
Ｏ

と
関
係
の
な
い
危
険
な
行
動
に
自
衛
隊
を
参
加
さ
せ

る
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
改
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
、
③
日
本

が
攻
撃
さ
れ
て
い
な
い
の
に
集
団
的
自
衛
権
行
使
の

名
の
下
で
ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
海
外
で
戦
争
す
る
、

こ
う
し
た
危
険
な
中
身
を
一
括
審
議
で
強
行
し
よ
う

 ４月12日、道議会議員選挙の開

票が進み、小樽市、東区に続き、

夜中の1：40に旭川市で当選の一報

が出ました。10分後、北区当選の

テロップは「４人当選！会派要件

クリア」の瞬間でした。４期目を

４位で当選させていただいた上に

４人の当選を「四あわせ」という

そうです。ひとりで頑張った４年

間が報われてほっとしたのと感謝

の気持ちでいっぱいです。 

 危険な国政に忠実に従う高橋道

政に対して地方自治の一翼を担う

道議会で、初心を忘れず住民の命

と福祉を守る役割をしっかり果た

そうと決意を新たにしています。 

と
し
て
い
る
の
が
安
倍
政
権
で
す
。
日
本
の
国
の
命
運

を
か
け
た
歴
史
的
な
た
た
か
い
で
、
必
ず
や
国
民
が
勝

利
す
る
た
め
に
、
国
会
で
の
力
関
係
を
乗
り
越
え
る
共

同
の
力
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

日
本
国
憲
法
で
は
内
閣
は
、
憲
法
擁
護
義
務
が
あ
り

ま
す
。
憲
法
を
変
え
る
か
ど
う
か
は
国
民
が
決
め
る
も

の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
内
閣
に
憲
法
を
逸
脱
し
た
法
を
つ

く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

安
倍
首
相
の
祖
父
・
岸
信
介
で
さ
え
、
こ
の
日
本
国

憲
法
の
も
と
で
「
改
憲
は
内
閣
の
役
割
で
は
な
い
」
と

指
摘
さ
れ
改
憲
を
あ
き
ら
め
ま
し
た
。
安
倍
首
相
に
国

民
と
憲
法
の
チ
カ
ラ
で
断
念
さ
せ
ま
し
ょ
う
！ 

し 


